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加
工
し
て
い
る
。

・
入
庫
前
の
チ
ェ
ッ
ク
（
良
い
製

品
を
作
る
に
大
切
な
工
程
）を
し
、

一
次
加
工
（
乾
燥
、
調
整
、
修
治

（
＊
）
等
）→

品
質
確
認
試
験

（
合
格
し
て
初
め
て
生
薬
に
な
る
）

→

二
次
加
工
（
刻
み
、
微
粉
末
、

包
装
、
表
示
）→

原
料
の
保
管
、

と
細
か
い
段
階
作
業
が
あ
る
。

・
生
薬
を
製
造
・
市
場
に
出
荷
す

る
に
は
「
医
薬
品
製
造
業
許
可
」

「
医
薬
品
製
造
販
売
業
許
可
」
の

取
得
及
び
薬
剤
師
の
確
保
が
必
要

で
あ
る
。

・
メ
ー
カ
ー
の
信
頼
性
の
確
保
の

た
め
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
実

施
し
て
い
る
。
流
通
・
在
庫
の
管

物
の
多
く
が
薬
用
で
あ
っ
た
り
、

食
用
で
あ
っ
た
り
、
有
毒
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
。

こ
の
中
か
ら
こ
の
度
、
当
町
が

来
年
度
か
ら
試
験
栽
培
し
よ
う
と

し
て
い
る
キ
キ
ョ
ウ
、
セ
ネ
ガ
、

ウ
イ
キ
ョ
ウ
、
カ
ミ
ツ
レ
を
中
心

に
寒
冷
地
用
の
生
薬
を
何
種
類
か

見
せ
て
も
ら
い
説
明
し
て
い
た
だ

い
た
。

●
研
修
２
日
目
（
８
月
27
日
）

群
馬
県
前
橋
市
に
あ
る
「（
株
）

金
井
藤
吉
商
店
　
前
橋
工
場
」
を

視
察
。

当
日
現
地
の
気
温
は
な
ん
と
36

度
の
炎
天
下
。
こ
の
日
も
（
株
）

龍
角
散
特
任
顧
問
の
加
賀
氏
に
同

行
し
て
い
た
だ
い
た
。

同
工
場
で
は
、
栽
培
さ
れ
た
生

薬
原
料
を
仕
入
れ
、
加
工
し
、
各

製
薬
メ
ー
カ
ー
に
販
売
す
る
こ
と

を
主
事
業
と
し
て
い
る
。

（
金
井
社
長
か
ら
説
明
を
受
け

て
）

・
薬
メ
ー
カ
ー
が
必
要
と
す
る
物

を
農
家
等
か
ら
生
の
原
料
を
買
い

取
り（
自
社
の
契
約
栽
培
も
あ
り
）

●
研
修
１
日
目
（
８
月
26
日
）

東
京
都
小
平
市
に
あ
る
「
東
京

都
薬
用
植
物
園
」
を
視
察
。

当
施
設
は
、
東
京
都
の
施
設
で

あ
る
が
東
京
生
薬
協
会
が
管
理
を

受
託
し
て
い
る
。
昭
和
21
年
に
戦

後
の
薬
不
足
か
ら
薬
用
植
物
の
栽

培
を
し
た
の
が
始
ま
り
だ
そ
う

で
、
現
在
で
は
１
万
坪
の
面
積
に

１，
７
０
０
〜
１，
８
０
０
種
の
薬

用
植
物
が
試
験
栽
培
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。

私
た
ち
は
、（
株
）
龍
角
散
特

任
顧
問
の
加
賀
氏（
八
峰
町
出
身
）

に
同
行
し
て
い
た
だ
き
、
同
園
統

括
責
任
者
の
北
川
氏
か
ら
説
明
を

受
け
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
の
植

と
勢
い
で
流
れ
て
い
る
。
そ
の
川

へ
市
で
平
成
16
年
度
に
市
制
50
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
ま
た
、
水

の
ま
ち
都
留
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
市
役
所
前
に
ド
イ
ツ
、
ハ
イ
ド

ロ
ワ
ッ
ト
社
製
の
木
製
水
車
を
設

置
し
発
電
を
開
始
、以
後
２
号
機
、

３
号
機
と
そ
れ
ぞ
れ
形
状
や
出
力

の
異
な
る
水
車
が
設
置
さ
れ
稼
働

し
て
い
る
。
３
機
の
合
計
発
電
量

は
最
大
で
46.

３
ｋ
ｗ
、
こ
の
電

力
で
庁
舎
の
電
力
の
す
べ
て
を
賄

っ
て
い
て
、
そ
し
て
庁
舎
が
使
用

さ
れ
な
い
夜
間
や
休
日
に
は
売
電

し
、
そ
の
収
入
が
昨
年
度
で
３
０

０
万
円
程
度
だ
そ
う
だ
。
３
号
機

の
稼
働
が
今
年
の
３
月
２
日
か
ら

な
の
で
１
、
２
号
機
で
こ
の
収
入

額
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。
今
年
度

は
３
号
機
分
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

が
７
月
か
ら
開
発
さ
れ
た
の
で
売

電
収
入
は
も
っ
と
伸
び
る
の
で
は

と
期
待
し
て
い
る
そ
う
だ
。
工
事

費
は
１
号
機
が
約
４
８
０
０
万
円

で
内
訳
は
補
助
金
が
約
３
分
の
１

（
１
５
０
０
万
円
）、
市
民
公
募
債

３
分
の
１
（
１
７
０
０
万
円
）、

「
小
水
力
発
電
の
ま
ち
〜
都
留
」

を
全
国
に
発
信
し
て
い
る
山
梨
県

都
留
市
を
視
察
し
た
。
そ
れ
を
レ

ポ
ー
ト
す
る
。

都
留
市
は
山
梨
県
の
東
部
に
位

置
し
、
周
り
は
、
大
月
市
、
富
士

河
口
湖
町
、
西
桂
町
、
富
士
吉
田

市
、
道
志
村
、
上
野
原
市
と
接
し
、

周
り
を
１
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
に

囲
ま
れ
た
街
で
、
面
積
は
１
６

１.

５
８
㎢
、
人
口
約
３
万
２
千

人
の
旧
城
下
町
で
あ
る
。
か
つ
て

こ
こ
を
治
め
て
い
た
秋
元
氏
が
寛

永
13
年
（
１
６
３
３
年
）
よ
り
同

16
年
ま
で
の
３
カ
年
の
歳
月
を
か

け
て
近
く
を
流
れ
る
桂
川
か
ら
開

削
し
、
城
内
に
引
き
込
ん
だ
家
中

川
が
今
、
街
の
中
を
夏
の
渇
水
期

に
も
関
わ
ら
ず
も
の
す
ご
い
水
量

か
け
て
結
論
を
出
す
べ
き
だ
と
感

じ
た
。

【
用
語
説
明
】

＊
修
治
・
・
・
生
薬
の
効
果
を
高
め
る
た

め
の
調
製
加
工
法
。
⑴
不
用
部
分
を
除
く

⑵
有
効
成
分
の
溶
出
効
率
を
上
げ
る
た
め

に
体
積
を
小
さ
く
し
、
表
面
積
を
大
き
く

す
る
⑶
毒
性
の
減
弱
や
性
質
の
緩
和
な
ど

を
も
た
ら
す
た
め
に
火
を
用
い
て
炙
っ
た

り
蒸
し
た
り
、
水
を
用
い
て
洗
っ
た
り
す

る
こ
と
。

●
研
修
３
日
目
（
８
月
28
日
）

東
日
本
大
震
災
以
降
、
安
全
で

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
小
河
川
や
農
業
用

水
な
ど
を
利
用
し
た
小
水
力
発
電

は
、
我
が
町
で
も
取
り
組
み
や
す

い
発
電
方
式
で
は
と
の
思
い
で
、

理
の
大
切
さ
、
工
場
及
び
保
管
倉

庫
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

（
金
井
社
長
の
要
望
）

現
在
、「
農
家
（
栽
培
）→

仲

買
人
（
選
別
・
刻
み
）→

生
薬
供

給
業
者→

漢
方
薬
メ
ー
カ
ー
」
で

あ
る
も
の
を
流
通
の
形
態
を
変

え
、
前
の
３
つ
を
八
峰
町
で
行
い

た
い
。

そ
の
た
め
、
八
峰
町
で
次
の
こ

と
を
お
願
い
し
た
い
。

・
一
次
加
工
（
乾
燥
、
調
整
、
修

治
等
）
及
び
品
質
確
認
試
験
を
行

う
施
設
、
人
員
の
確
保
。

・
二
次
加
工
（
刻
み
、
微
粉
末
、

エ
キ
ス
、
包
装
、
表
示
）
を
行
う

施
設
、
人
員
の
確
保
。

・
原
料
を
保
管
す
る
た
め
の
倉
庫

の
確
保
。

・
上
記
、
機
能
を
満
た
す
た
め
医

療
品
製
造
販
売
業
、
医
療
品
製
造

業
許
可
取
得
。
薬
剤
師
の
確
保
。

私
は
こ
の
要
望
を
聞
い
て
、
町

と
し
て
ど
こ
ま
で
や
る
の
か
、
出

来
る
の
か
。

今
後
、
試
作
を
し
な
が
ら
数
年

説明を受けてから植物園を案内していただきました
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必
要
が
あ
る
。
ま
ず
過
去
10
年
分

の
用
水
の
水
量
デ
ー
タ
を
提
出
し

た
上
で
、
発
電
機
の
設
定
後
１
年

間
、
逐
次
水
量
を
モ
ニ
タ
ー
し
、

発
電
機
の
設
置
が
水
量
に
影
響
を

与
え
な
い
と
証
明
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
水
量
測
定
の
費
用
は
大

き
な
出
費
と
な
る
。
ま
た
、
売
電

を
目
指
す
と
す
れ
ば
電
力
会
社
の

求
め
る
基
準
に
合
わ
せ
た
変
電
施

設
も
必
要
と
な
る
。

今
後
国
の
規
制
緩
和
が
も
っ
と

も
っ
と
進
め
ば
、
誰
で
も
発
電
機

を
設
置
し
て
簡
単
に
電
気
を
作
る

こ
と
が
出
来
る
時
代
が
来
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
う
願
っ
て
い
る
。

研
修
参
加
者
　
門
脇
直
樹

見
上
政
子

腰
山
良
悦

山
本
優
人

佐
藤
克
實

須
藤
正
人

松
岡
清
悦

柴
田
正
高

あ
り
、
農
業
用
水
路
は
田
ん
ぼ
が

水
を
必
要
と
す
る
期
間
（
４
〜
８

月
）
だ
け
し
か
水
が
流
れ
て
い
な

い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

現
在
小
水
力
発
電
を
導
入
す
る

に
は
様
々
な
規
制
を
ク
リ
ア
す
る

残
り
が
市
の
一
般
財
源
か
ら
で
２

号
機
は
工
事
費
が
約
５
７
０
０
万

円
で
、
内
訳
は
補
助
金
が
約
２
６

５
０
万
円
、
市
民
公
募
債
２
３
６

０
万
円
、
市
の
財
源
６
３
８
万
円

で
１
号
機
と
比
較
す
る
と
市
の
負

担
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
進
ん
で
市
民
が
債
権
を
購
入
し

て
く
れ
た
お
か
げ
で
あ
る
。
特
筆

す
べ
き
は
３
号
機
の
工
事
費
約
３

５
７
０
万
円
の
ほ
ぼ
満
額
が
県
か

ら
の
補
助
で
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
因
み
に
市
の
負
担
は
50
円
だ

そ
う
だ
。

視
察
の
結
果
、
我
が
町
で
も
都

留
市
の
よ
う
な
河
川
の
落
差
を
利

用
し
、
大
型
の
水
車
を
設
置
し
た

小
水
力
発
電
が
実
現
可
能
か
と
な

る
と
か
な
り
無
理
で
あ
る
。
ま
ず

庁
舎
や
学
校
、
文
化
施
設
の
近
く

に
年
間
を
通
し
て
一
定
量
の
水
量

が
確
保
で
き
る
河
川
が
な
い
こ
と

が
一
番
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
な

ら
ば
堰
や
田
ん
ぼ
の
用
排
水
路
に

発
電
機
に
水
車
や
ス
ク
リ
ュ
ー
の

つ
い
た
小
型
の
も
の
を
設
置
す
る

方
が
実
現
性
が
高
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
も
問
題
が
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小水力発電について勉強してきました

●
分
担
金
・
国
保
税
等
の

不
納
欠
損
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
決
算
で
は

下
水
道
等
の
受
益
者
分
担

金
や
国
保
税
等
の
不
納
欠

損
額
が
多
額
に
及
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
適
切
な
収

納
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

●
旧
役
場
跡
地
の
有
効
活

用
に
つ
い
て

本
件
に
つ
い
て
は
、
平

成
23
年
度
当
初
予
算
に
関

わ
る
付
帯
意
見
と
し
て
挙

げ
た
と
こ
ろ
、
民
間
企
業

に
も
働
き
か
け
て
い
く
と

回
答
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

建
物
の
解
体
後
は
更
地
と

な
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
今

後
の
方
向
性
を
示
さ
れ
た

い
。

●
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
あ

り
方
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
保
護
者

主
体
の
運
営
に
移
行
し
て

も
う
数
年
を
経
過
し
た
が
、

再
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

●
子
ど
も
園
の
時
間
外
受

入
れ
に
つ
い
て

町
外
の
保
育
園
に
入
所

す
る
幼
児
に
か
か
る
委
託

料
が
年
々
増
大
し
て
い
る
。

こ
れ
は
町
の
子
ど
も
園
の

時
間
外
保
育
の
受
け
入
れ

体
制
に
問
題
が
あ
る
と
思

う
こ
と
か
ら
、
再
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。

●
岩
館
海
浜
プ
ー
ル
の
復

旧
・
改
善
に
つ
い
て

町
の
夏
の
観
光
は
岩

館
・
八
森
の
海
水
浴
で
あ

る
が
、
今
年
春
の
高
波
被

害
で
破
損
し
た
岩
館
海
浜

プ
ー
ル
の
復
旧
・
改
善
を

図
る
こ
と
。

●
ふ
る
さ
と
雇
用
対
策
事

業
に
つ
い
て

こ
の
事
業
で
は
雇
用
を

図
る
た
め
に
企
業
等
に
助

成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

実
際
、
申
請
さ
れ
た
と
お

り
雇
用
が
継
続
さ
れ
、
交

付
金
が
有
効
に
生
か
さ
れ

た
か
検
証
し
た
の
か
。

●
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
に
つ
い
て

プ
レ
ミ
ア
ム
部
分
を

20
％
か
ら
10
％
と
し
た
り
、

世
帯
当
た
り
の
限
度
額
を

上
げ
た
り
と
い
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
も

っ
と
有
効
利
用
さ
れ
る
工

夫
を
町
で
も
指
導
す
る
こ

と
。

●
農
林
水
産
物
処
理
加
工

施
設
の
指
定
管
理
に
つ
い

て
現
在
の
指
定
管
理
者
に

つ
い
て
は
町
か
ら
指
定
管

理
料
を
払
う
と
共
に
、
設

備
等
の
整
備
充
実
に
も
町

が
相
当
の
負
担
を
し
て
い

る
が
、
会
社
と
し
て
自
立

の
姿
勢
が
見
え
な
い
こ
と

か
ら
、
今
後
の
経
営
見
通

し
を
示
す
こ
と
。

●
「
ん
め
も
の
ま
つ
り
」

の
町
内
出
店
に
つ
い
て

ポ
ン
ポ
コ
山
の
道
の
駅

で
開
催
し
て
い
る
「
ん
め

も
の
ま
つ
り
」
は
大
変
好

評
で
あ
る
が
、
地
元
の
出

店
が
少
な
い
こ
と
か
ら
業

者
や
団
体
へ
の
働
き
か
け

に
努
め
る
こ
と
。

●
ぶ
な
っ
こ
ラ
ン
ド
の
あ

り
方
に
つ
い
て

ぶ
な
っ
こ
ラ
ン
ド
全
体

の
管
理
を
見
直
す
こ
と
。

●
猿
害
対
策
の
強
化
に
つ

い
てサ

ル
に
よ
る
農
作
物
等

の
被
害
は
、
町
の
銃
に
よ

る
捕
殺
や
檻
、
電
柵
、
花

火
、
網
等
の
対
策
が
効
果

を
発
揮
し
て
い
る
も
の
の
、

出
没
の
範
囲
が
拡
大
傾
向

に
あ
る
。

先
進
地
の
事
例
を
参
考

に
す
る
と
共
に
、
秋
田
・

青
森
両
県
の
白
神
山
地
周

辺
市
町
村
と
の
連
携
を
深

め
る
と
共
に
、
栽
培
す
る

作
物
を
工
夫
す
る
な
ど
対

策
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

●平成24年度八峰町一般会計補正予算（第４号）
　３億1,766万８千円を追加補正
　主な歳出…八森地区統合子ども園設計業務及び
造成工事実施設計業務委託料、道路維持費、林道
施設災害復旧費、公共土木施設災害復旧費
＊「全員賛成」で可決しました。

●平成24年度八峰町営簡易水道事業特別会計補正
予算（第２号）
　100万６千円を追加補正
　主な歳出…観海地区配水管特別工事をＪＲに委
託するため予算を組替するもの（今年度の単価構
成とＪＲの工事委託費の差額100万６千円）
＊「全員賛成」で可決しました。

７月27日開催された第２回臨時会ではこのようなことが決まりました７月27日開催された第２回臨時会ではこのようなことが決まりました７月27日開催された第２回臨時会ではこのようなことが決まりました

補　正　予　算


